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平成22年度守山市一般会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成22年度国民健康保険特別会計 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成22年度守山市病院事業会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成22年度介護保険特別会計 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
平成22年度後期高齢者医療事業特別会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成21年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国保税の値上げ　条例改正案 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ 長
医療保険制度の見直しと国民健康保険への財政
支援を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

保育サービスの充実を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
教育再生・教育の正常化の徹底を求める意見書 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ●

改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国保税の値上げ反対の請願 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
後期高齢者医療制度の廃止を求める請願 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

公明党

　
○賛成　　●反対

政　和　会 創政会 ネットワーク
未来（民主）

２
月
２３
日
か
ら
開
か
れ
て
い
た
守
山
定
例

市
議
会
は
、
新
年
度
予
算
な
ど
３２
の
議
案
が
出

さ
れ
、
小
牧
一
美
議
員
は
市
民
の
立
場
か
ら
積

極
的
に
発
言
し
、
討
論
し
ま
し
た
。
注
目
を
集

め
て
い
た
「
２
年
連
続
で
国
民
健
康
保
険
税
の

値
上
げ
し
よ
う
と
す
る
条
例
改
正
案
」
は
、
賛

成
１４
、
反
対
７
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

国
民
健
康
保
険
税
は
、
平
成
２１
年
度
約
２
割
の
引
き
上
げ
を
し
た
ば
か
り
。
と
こ
ろ
が
新
年
度
も
平

均
１
割
引
き
上
げ
。
２
年
連
続
の
値
上
げ
で
す
。
日
本
共
産
党
の
小
牧
一
美
議
員
は
３
月
議
会
８
日
の

代
表
質
問
で
、
先
の
政
府
交
渉
の
内
容
も
紹
介
し
な
が
ら
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
た
め
に
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
市
長
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。 

 20 年度 21 年度 22 年度値上げ 
 医療保険分 後期支援分 医療保険分 後期支援分 医療保険分 後期支援分 
所得割 基準所得額

×５．６％ 

基準所得額

×１．４％ 

基準所得額

×６．７％ 
基準所得額

×１．４％ 

基準所得額

×７．３％ 
基準所得額

×１．９％ 
一人あたり 
（均等割） 23,700

円 
6,000

円 
27,600

円 
6,000

円 
29,300

円 
7,000

円 
一世帯あた

り 
（平等割） 

19,300
円 

4,700
円 

23,900
円 

4,700
円 

26,200

円 
5,400

円 
例 給与収入 
282 万円の 2 人世

帯（介護保険あり）              

     

 

◆ 市の一般財源から国民健康保険特別会計に 
「繰り入れ」することについて 

 守山市はこれまで、国保加入者の負担を軽減するために一般

会計から国保特別会計に繰り入れすることについて、「原則認め

られていない」としていましたが、小牧議員らが直接厚生労働

省に見解を求めたところ、「国保は自治事務。繰入れするかどう

かは自治体の裁量の問題。政府が認めるか、認めないかという

ものではない」と明確に述べられました。 
 

新
日
本
婦
人
の
会
守
山
支
部
か
ら
「
国
保
税
引
き
下
げ
を
求
め
る
」
請
願
が
出
さ
れ
ま
し
た
。「
年

金
生
活
で
、
こ
れ
以
上
の
国
保
税
の
値
上
げ
は
耐
え
ら
れ
な
い
」
、
「
仕
事
が
少
な
く
な
り
、
収
入
が

減
っ
た
の
に
、
税
金
は
値
上
が
り
。
や
っ
て
い
け
な
い
」
な
ど
、
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
っ
た
３
週
間
の
署
名
期
間
に
、
７
３
７
筆
も
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
議
会
本
会
議
で
は
、

日
本
共
産
党
の
小
牧
一
美
議
員
の
み
賛
成
。
他
会
派
の
反
対
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。 

 

小
牧
議
員
は
、「
国
保
財

政
は
い
ず
れ
の
自
治
体
も

危
機
的
な
状
況
。
国
保
会

計
を
維
持
・
継
続
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
国
保
税
を
引

き
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
市
は
い
う
が
、
相
次
ぐ

引
き
上
げ
が
、
新
た
な
滞

納
者
を
生
む
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
短
期
・

資
格
証
明
証
の
発
行
な
ど

の
制
裁
措
置
を
講
じ
て

も
、
危
機
的
な
状
況
は
変

わ
ら
な
い
、
と
い
う
の
が

実
態
。
今
日
の
深
刻
な
財

政
状
況
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
原
因
は
何
か
。
ま
た

健
全
財
政
の
た
め
に
は
、

何
が
必
要
と
考
え
て
い
る

の
か
」
と
国
保
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
質
し
ま

し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
市
長
は

「
国
保
財
政
の
危
機
的
状

況
の
原
因
は
、
現
下
の
経

済
情
勢
に
お
け
る
所
得
の

減
少
、
医
療
技
術
の
進
展

や
医
療
費
の
増
加
な
ど
に

よ
る
も
の
。
収
納
対
策
と

医
療
費
の
適
正
化
が
必

要
」
と
答
弁
。
小
牧
議
員

は
、
危
機
に
あ
る
国
保
の

最
大
要
因
は
国
の
補
助
金

削
減
に
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
一
般
財
源
の
繰

り
入
れ
は
自
治
体
の
裁
量

と
い
う
政
府
の
見
解
を
ど

う
受
け
と
め
る
の
か
。
高

す
ぎ
る
国
保
税
を
引
き
下

げ
る
た
め
に
「
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
」
と
求

め
た
の
に
対
し
て
は
、「
受

益
者
負
担
の
原
則
や
負
担

の
公
平
性
、
特
別
会
計
と

し
て
の
独
立
性
の
観
点
か

ら
、
認
め
ら
れ
な
い
と
考

え
て
い
る
」
と
従
来
の
答

弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。 

    

○は賛成、●は反対 


